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 末口径が 300mm を超えるスギ大径材の利用方法として、心持ちの幅広板材を採取し、これを接着して

集成材を作製することを試みた。末口径 300mm超のスギ丸太より、幅 52mm、厚さ 302mm、長さ 4000mm

のスギ心持ち板材（幅広板材）を 19 枚採取し、材質を調べた後に中温で乾燥し、乾燥後の材質を調べた。

乾燥により、幅広板材の縦振動法で測定したヤング係数は増加した。また、たわみ振動法で測定したヤン

グ係数は縦振動法よりも低く、これはせん断たわみの影響と考えられた。縦振動法で測定したヤング係数

を基に、昇順に３枚を１組として幅広板材を区分し、レゾルシノール樹脂接着剤を使用して、幅 120mm、

厚さ 280mm、長さ 4000mm の３プライ集成材を６体作製した。曲げ試験の結果、各集成材の曲げ強さは

集成材の日本農林規格の基準値を満たしていた。次に、接着性能試験として減圧加圧剥離試験およびブロ

ックせん断試験を実施した。減圧加圧剥離試験の結果、すべての試験片で剥離は発生しなかった。ブロッ

クせん断試験の結果、接着層のせん断強さおよび木部破断率とも、すべての測定値は集成材の日本農林規

格の基準値を満たしていた。以上の結果より、幅広板材を使用したスギ集成材は横架材として使用可能と

考えられる。 

 

 

１．はじめに 

 

 近年、末口径 300mm を超えるスギ丸太（以下大径材）

の利用が種々検討されている１-３）。例えば大径材より心

去り平角を２体採取する場合など、中央部分より芯（髄）

を含む幅広の板が採取できる。これらは、芯を中心とし

た対称な年輪構成となっており、幅方向の端部ほど強度

が高いものと考えられる。したがって、これら幅広の板

材の利用方法として、集成材を製造し横架材として使用

することが考えられる。そこで、本研究では、県産の大

径材より幅 300mm 超の心持ちスギ板材（以下幅広板材）

を採取し、まず乾燥前後の材質を測定した。その後、縦

振動法で測定したヤング係数に基づいて幅広板材を３枚

ずつ組み合わせ、３プライの集成材を製造してその強度

性能および接着性能を調べた。 

 

２．材料および方法 

 

2.1 幅広板材の材質測定および乾燥 

 奈良県十津川村産の末口径 300mm 超のスギ丸太中央

部より、幅 52mm、厚さ 300mm 以上、長さ 4000mm の

板材を 19 枚採取した。乾燥前の材質として、寸法、重

さ、および縦振動法によりヤング係数（以下縦振動ヤン

グ係数とする）を測定した。これらを 90℃の中温乾燥に

供し、全幅広板材が含水率 10%前後となった時点で乾燥

を終了した。含水率の測定には、株式会社ケツト科学研

究所製 HM-520 を使用し、両木口面から 300mm の位

置、および長さ方向中央の３ヶ所を測定し、平均値を含

水率とした。乾燥終了後は６ヶ月間室内に桟積みして静

置し、その後、乾燥前と同様に材質および縦振動ヤング

係数を測定した。さらに、両面をプレーナで切削して幅

46mm とし、縦振動法およびたわみ振動法で動的ヤング

係数を測定した。縦振動法は、長さ方向の中央部を支持

した幅広板材の木口面中心部を打撃して実施した。たわ

み振動法では、両端より 0.224ℓ（ℓ は幅広板材長さ、ス

パン 0.552 ℓ）の位置を支持し、板材の幅狭面の長さ方向

中央をハンマーで打撃して周波数を測定し、ヤング係数

（以下たわみ振動ヤング係数とする）を算出した。 

2.2 集成材の製造 

縦振動ヤング係数が最も低かった１枚を除く 18 枚の

幅広板材について、縦振動ヤング係数の昇順に３枚を１

組として６組に区分し、集成材の製造に供した。以下、

Ａ試験体～Ｆ試験体と表記する。３プライ集成材の製造

は、トリスミ集成材株式会社において夏期に行った。幅

広板材の両幅広面を切削して幅 42mm とし、レゾルシノ

ール樹脂接着剤を使用し圧締圧力は 7MPa 以上とした。

解圧後、集成材断面を幅 120mm 厚さ 280mm に切削し

た。図１に、作製した集成材を示す。 
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